
・多様性について、どう配慮すべきかを深く考えることができました。
・たくさんの人の意見を聞けて参考になった。先生の具体的な体験談が勉強になっ
た。
・様々な個性を持つ方々の支援というところで、いろいろな意見を伺うことができ
た。とても有意義だった。
・避難所の運営に関わらず、様々な問題が起きた際に、多様な視点で考えること、
各班などと連携することがとても大切だと実感した。
・災害時の人権、本日の研修会で、改めて必要性を感じた。

主 催：東毛地区人権教育推進連絡協議会
共 催：群馬県教育委員会 館林市教育委員会

（一財）防災教育推進協会理事

秦 好子 氏
演 題 「防災と避難所における人権」

講 師

参加者の声

令和５年度第２回東毛地区人権教育指導者研修会が、１２／９（土）に
館林市文化会館小ホールで、東毛地区の各市町人権教育組織員、学校教育関
係者、社会教育関係者、防災関係者（防災・危機管理主管課）を対象に実施
されました。講演は、「防災と避難所における人権」と題しまして、災害が
起きて避難所が設置される際に、多様な避難者へ向けた人権的配慮について、
具体的にお話しいただきました。また、グループに分かれてワークショップ
を行いました。参加者の皆様は、避難所運営を行う立場から、災害弱者、外
国籍や高齢の方の支援の工夫、誰もが平等に支援を受けられる手立て、情報
発信の仕方を熱心に話し合われていました。様々な視点から捉えることで、
人権の理解を深めていました。
多くの御参加をいただき、大変ありがとうございました。
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